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抄録

本研究は，日本人若年女性におけるBMIの変化が身体
組成と体力に及ぼす影響を体型別かつ縦断的に明らかに
することを目的とした．被検者は医療系の学部に在籍し，
全寮制生活を送る女子大学生1103名とした．被検者の4

月のBMIを基準（低体重，普通，肥満）として9ヶ月間
のBMIの変化（減少，維持，増加）を組み合わせることか
ら9群（低BMI減少群，低BMI維持群，低BMI増加群，
普通BMI減少群，普通BMI維持群，普通BMI増加群，
高BMI減少群，高BMI維持群，高BMI増加群）に分類
した．身体組成及び体力テストの測定は4月と12月に実
施した．
本研究では体力の総合評価得点の変化に各群で違いが

みられた．低BMI増加群，普通BMI減少群，普通BMI

維持群，普通BMI増加群及び高BMI減少群において，
体力の総合評価得点に有意な上昇がみられた．一方，低
BMI減少群，低BMI維持群，高BMI維持群及び高BMI

増加群では体力の総合評価得点に有意な変化がみられな
かった．
これらの結果から，若年女性においては，低体重や肥

満の改善は体力の向上に影響を及ぼすものの，低体重や
肥満の維持・進行は体力の変化に影響を及ぼさないこと
が示唆された．

Ⅰ．緒言

わが国は経済発展に伴い，労働や生活様式の機械化が
進み，慢性的な運動不足になりやすい環境にある．食生
活でも欧米化による高カロリーな食事が普及したことで，
肥満が問題として挙げられるようになった．肥満は生活

習慣病の主要因になることから，健康的な生活を送る上
で重要な問題の1つである．今日，健康に対する国民の
関心は高まっており，健康によい食材や食事法，体重や
体脂肪を減らすためのダイエット法が次々と開発されてい
る．
厚生労働省健康局健康課（2016）の調査によれば，女性

の肥満者の割合は21.3％であり，平成16年から平成26年
の10年間で有意な変化はみられず，ほぼ一定の水準であ
る．一方，女性の痩せの者の割合は10.4％であり，この
10年間で増加傾向を示している．特に20歳代の女性に
限ってみると，肥満者の割合は10.4％，痩せの者の割合
は17.4％であり，肥満より痩せの割合が多いことが示され
ている．また，Takimoto et al.（2004）は15歳から29歳の
日本人女性において，BMIが17.0未満の極度に痩せた体
型の女性の割合は，1970年代後半には2.4％であったのに
対して，1990年代後半には4.1％に増加していることを報
告している．このように日本の若年女性の痩身願望は強
まる傾向にあるが，BMIの低い者は肺炎や結核などの感
染症の発病率が高いこと（下方ほか，2001）や，無理なダ
イエットにより女性ホルモンのバランスが崩れ，無月経症
や骨密度の低下（平間，2005）が問題視されている．した
がって，肥満による生活習慣病のリスクだけではなく，痩
せすぎによる健康障害も大きな課題である．今後ますます
の社会進出が求められる若年女性は，働きながら家事や
育児を中心的にこなすと考えられ，健康な身体を維持し
ながら体力を増進させることは極めて重要である．
若年女性の体型は，Heath & Carter法（Bale et al. 

1985；太田・太田，1990），標準体重（永野，1983），肥
満度（佐伯ほか，1999），BMI（徳田，2000；横山ほか，
2001）及びBMIと体脂肪率の両方（上田・川原，1998）と
いった指標を用いて分類され，体型と体力の関係が検討
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されている．例えば，肥満度から体型を分類した研究（佐
伯ほか，1999）では，反復横跳び，垂直跳び及び踏台昇
降はやや痩せの群が優れており，握力及び背筋力は肥っ
ている群の方が優れていることが報告されている．また，
BMIから体型を分類した研究（徳田，2000）によれば，握
力及び背筋力において肥満群が普通群及び痩身群より有
意に優れている反面，垂直跳びでは肥満群が普通群より
有意に劣っているという．これらの報告から，体重移動
を伴わない筋力発揮では肥満者が優れているのに対し，
体重移動を伴うような筋力発揮では肥満群が劣っている
と考えられる．また，体型と総合的な体力の関係では，
BMIと体脂肪率がともに適性の群とBMIが肥満で体脂
肪率が適性の群の総合体力が他の群に比べて高くなる傾
向が認められること（上田・川原，1998）や，低BMI群の
総合的な体力は高BMI群及び中BMI群に比べて有意に
劣っていること（齊藤・名雪，2001）が明らかにされている．
一方，体脂肪率及び除脂肪量と体力の相関関係を検討

した熊谷ほか（2014）は，女子においては体脂肪率と握力
を除く体力測定項目の間には有意な関係がみられず，除
脂肪量と各体力測定項目には有意な関係がみられること
から，除脂肪量が体力に影響を及ぼしていることを報告
している．鈴木・立身（1993）は，体脂肪率や除脂肪量が
単独で体力に影響するのではなく，両者の相対的な関係
により体力に影響することを指摘しており，体脂肪量と
除脂肪量の両面から分析することの重要性を示唆してい
る．つまり，体力テストは除脂肪量が多い者が有利とな
る測定項目も多いが，重量挙げや投擲選手のように除脂
肪量と体脂肪量がともに多い（北川，1991）可能性もあり，
除脂肪量と体脂肪量のバランスが重要であると考えられ
る．
これまでに，若年女性の体型別の体力に関する研究（永

野，1983；Bale et al. 1985；佐伯ほか，1999；太田・太田，
1990；上田・川原，1998；徳田，2000；横山ほか，2001）は，
横断的な検討が主である．また，BMIから体型別の体力
を縦断的に検討した研究（齊藤・名雪，2001）では，BMI

の変化に伴う体力の変化は示されているものの，BMIの
変化が体脂肪量及び除脂肪量のどのような変化によって
もたらされたかは不明のままであり，BMIの変化が体力に
及ぼす影響についても十分な知見が得られていない．した
がって，BMIの変化が身体組成と体力に及ぼす影響を体
型別かつ縦断的に検討することは意義深く，低体重や肥
満の改善は体力の向上につながり，低体重や肥満の進行
は体力の低下につながることが予想される．そこで本研究
では，日本人若年女性におけるBMIの変化が身体組成と
体力に及ぼす影響を明らかにすることを目的とした．

Ⅱ．研究方法

1．被検者
被検者は医療系の学部に在籍し全寮制生活を送る女子

大学生1103名（年齢：18.4±0.8歳，身長：158.7±5.1cm，
体重：51.8±7.1kg，BMI：20.5±2.4kg/m2）とした．被
検者にはあらかじめ研究の目的，測定方法，安全性，得
られたデータに対する倫理的配慮及び使用方法について
口頭で十分な説明をした後，口頭による同意を得た．

2．被検者の分類
被検者の4月の身長及び体重からBMIを算出し，日本

肥満学会の判断基準（松澤ほか，2000）を用いて，低体重
（BMI＜18.5kg/m2），普通（18.5kg/m2≦BMI＜25.0kg/

m2），肥満（25.0kg/m2≦BMI）の3群に分類した．さら
に，各被検者における4月と12月のBMIの変化率を算
出した．先行研究（岩井ほか，2008）に準拠して，算出し
たBMIの変化率が1％以上減少した群を減少群，BMIの
変化率が1％以上増加した群を増加群，BMIの変化率に
1％以上の変化がみられなかった群を維持群として分類し
た．なお，この基準により4月のBMIと12月のBMIの
増減の度合いによって，被検者を低BMI減少群，低BMI

維持群，低BMI増加群，普通BMI減少群，普通BMI維
持群，普通BMI増加群，高BMI減少群，高BMI維持群，
及び高BMI増加群の9群に分類した（表1）．

3．身長及び身体組成の計測
身長は身長計を用いて計測した．体重，体脂肪率，

体脂肪量及び除脂肪量の測定は，体組成計（TBF-410，
TANITA社製）を用いて両足間から4電極のインピーダン
ス法により4月と12月に行った．また，4月と12月の測
定時間は同様の時間帯とし、貴金属をはずして測定した．
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9ヶ月間（12月）の
BMIの変化

合計
（人）

減少 維持 増加

4月のBMI

低体重（Low BMI）
（18.5未満） 17 23 164 204

普通（Normal BMI）
（18.5以上25.0未満） 245 130 475 850

肥満（High BMI）
（25.0以上） 29 7 13 49

合計（人） 291 160 652 1103

表1　4月のBMIと9ヶ月間のBMIの変化による被検者の分類



4．体力テスト
体力テストは文部科学省の新体力テストを用いた．新

体力テストの実施要項（文部科学省，online）に従い，体
力テスト6項目（20mシャトルラン，立ち幅跳び，反復横
跳び，上体起こし，長座体前屈，握力）を測定した．また，
新体力テストの総合評価を行うため，項目別得点表に基
づいて，各項目の記録を10点満点で得点に換算した．新
体力テストの総合評価得点は，体力テスト6項目の各項
目別得点の合計得点を60点満点で算出した．なお，体
力テストは身長及び身体組成の測定と同日に実施した．

5．統計処理
4月のBMIに基づいた3群（低体重，普通，肥満）に，

12月に至るまでの9ヶ月間のBMIの変化に基づいた3群
（減少，維持，増加）を掛け合わせた9群について，4月と
12月の身体組成，体力テストの総合評価得点及び各体力
テスト項目を比較した．各項目における4月と12月の平
均値の差の検定には，対応のある t-testを用いた．いずれ
も有意水準は5％未満とした．また，本研究では各項目
の4月と12月の平均値と標準偏差を用いて効果量を算出
し，平均値の差の検定の客観的な検証をした．出村ほか

（2007）の効果量の解釈表に基づき，効果量が0.2以下の
ものについては，統計的な有意差がみられた場合でも現象
として意味のない差と判断した．

Ⅲ．結果

1．身体組成の変化
表2は体重及び体脂肪率の変化を示したものである．

体重では，低BMI増加群，普通BMI増加群及び高BMI

増加群で有意な増加がみられた．一方，低BMI減少群，
普通BMI減少群及び高BMI減少群において有意な減少
がみられた．体脂肪率では，低BMI増加群，普通BMI増
加群及び高BMI増加群において有意な増加がみられ，低
BMI減少群，普通BMI減少群及び高BMI減少群におい
ては有意な減少がみられた．
表3に体脂肪量及び除脂肪量の変化を示した．体脂肪

量では，低BMI増加群，普通BMI増加群及び高BMI増
加群で有意な増加がみられた．一方，低BMI減少群，普
通BMI減少群及び高BMI減少群では有意な減少がみら
れた．除脂肪量では，低BMI増加群，普通BMI増加群
および高BMI維持群で有意な増加がみられた．

日本人若年女性におけるBMIの変化が身体組成と体力に及ぼす影響

3

表2　体重及び体脂肪率の変化 表3　体脂肪量及び除脂肪量の変化
群 4月 12月 効果量

体重
（kg）

低BMI減少 45.0±3.8 43.8±3.9 ＊ 0.31

低BMI維持 44.1±3.5 44.3±3.5 ＊ 0.06

低BMI増加 44.8±3.5 47.6±3.8 ＊ 0.77

普通BMI減少 54.2±5.5 52.3±5.2 ＊ 0.36

普通BMI維持 52.5±5.3 52.7±5.3 ＊ 0.04

普通BMI増加 51.5±4.6 54.1±4.8 ＊ 0.55

高BMI減少 71.7±9.6 67.4±8.3 ＊ 0.48

高BMI維持 65.8±3.5 66.1±3.5 0.09

高BMI増加 68.7±7.4 71.5±7.9 ＊ 0.37

体脂肪率
（%）

低BMI減少 20.6±2.1 19.5±2.5 ＊ 0.48

低BMI維持 20.3±1.8 20.6±1.6 0.18

低BMI増加 20.2±2.1 22.9±2.5 ＊ 1.17

普通BMI減少 29.1±4.1 27.3±3.7 ＊ 0.46

普通BMI維持 28.2±4.2 28.1±4.1 0.02

普通BMI増加 26.8±3.5 29.0±3.8 ＊ 0.60

高BMI減少 40.3±4.7 37.0±5.8 ＊ 0.63

高BMI維持 39.2±2.2 38.4±2.5 0.34

高BMI増加 40.5±4.8 42.8±6.8 ＊ 0.39

＊:p<0.05 平均値±標準偏差

群 4月 12月 効果量

体脂肪量
（kg）

低BMI減少 9.3±1.4 8.6±1.5 ＊ 0.48

低BMI維持 9.0±1.1 9.2±1.1 ＊ 0.18

低BMI増加 9.1±1.5 11.0±1.9 ＊ 1.11

普通BMI減少 15.9±3.5 14.4±3.0 ＊ 0.46

普通BMI維持 15.0±3.4 15.0±3.4 0.00

普通BMI増加 13.9±2.7 15.8±3.1 ＊ 0.65

高BMI減少 29.1±6.9 25.1±6.0 ＊ 0.62

高BMI維持 25.8±2.5 25.4±2.7 0.15

高BMI増加 28.2±6.4 30.8±7.4 ＊ 0.38

除脂肪量
（kg）

低BMI減少 35.7±2.8 35.2±2.8 ＊ 0.18

低BMI維持 35.1±2.7 35.1±2.6 0.00

低BMI増加 35.7±2.3 36.6±2.4 ＊ 0.38

普通BMI減少 38.3±3.1 37.9±3.1 ＊ 0.13

普通BMI維持 37.5±2.9 37.7±3.1 0.07

普通BMI増加 37.6±2.9 38.3±3.0 ＊ 0.24

高BMI減少 42.6±4.5 42.3±4.6 0.07

高BMI維持 40.0±2.0 40.7±1.7 ＊ 0.38

高BMI増加 40.5±4.1 40.7±4.8 0.04

＊:p<0.05 平均値±標準偏差
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2．体力の総合評価得点の比較
表4は体力の総合評価得点の変化を示したものである．

低BMI増加群，普通BMI減少群，普通BMI維持群，普

通BMI増加群及び高BMI減少群において総合評価得点
に有意な上昇がみられた．一方，低BMI減少群，低BMI

維持群，高BMI維持群及び高BMI増加群では総合評価
得点に有意な変化がみられなかった．

3．体力テスト項目の変化
表5に20mシャトルラン，立ち幅跳び及び反復横跳び

の変化を示した．20mシャトルランでは，普通BMI減少
群，普通BMI維持群及び高BMI減少群において有意な
記録の向上がみられた．立ち幅跳び及び反復横跳びでは，
各群に有意な記録の変化はみられなかった．
表6は上体起こし，長座体前屈及び握力の変化を示

したものである．上体起こしでは，低BMI増加群，普通
BMI減少群，普通BMI維持群及び高BMI減少群で有意
な記録の向上がみられた．長座体前屈では，高BMI減少
群で有意な記録の向上がみられた．握力では，低BMI増
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表4　体力の総合評価得点の変化
群 4月 12月 効果量

総合評価
得点
（点）

低BMI減少 37.2±6.6 37.1±7.4 0.01

低BMI維持 38.0±7.0 37.9±6.6 0.01

低BMI増加 38.7±6.3 40.1±6.0 ＊ 0.23

普通BMI減少 40.2±6.5 41.8±6.5 ＊ 0.25

普通BMI維持 41.0±5.8 42.2±5.9 ＊ 0.21

普通BMI増加 39.8±6.6 41.3±6.5 ＊ 0.23

高BMI減少 37.9±6.8 40.3±4.7 ＊ 0.41

高BMI維持 40.1±7.1 41.7±5.9 0.25

高BMI増加 37.0±6.9 37.5±6.0 0.08

＊:p<0.05 平均値±標準偏差

表5　20mシャトルラン，立ち幅跳び及び反復横跳びの変化 表6　上体起こし，長座体前屈及び握力の変化
群 4月 12月 効果量

20m
シャトルラン
（回）

低BMI減少 38.2±14.1 37.1±13.1 0.08

低BMI維持 42.9±12.5 41.0±11.4 0.16

低BMI増加 42.6±12.0 43.8±12.4 ＊ 0.10

普通BMI減少 42.4±12.6 46.0±12.8 ＊ 0.28

普通BMI維持 42.8±11.2 45.2±11.3 ＊ 0.21

普通BMI増加 42.3±12.6 43.6±12.4 ＊ 0.10

高BMI減少 31.2±9.3 33.7±7.8 ＊ 0.29

高BMI維持 32.7±5.2 37.1±8.6 0.62

高BMI増加 34.2±10.1 33.8±9.8 0.04

立ち幅跳び
（cm）

低BMI減少 160.9±17.5 161.5±21.3 0.03

低BMI維持 164.9±20.5 164.0±17.4 0.05

低BMI増加 165.0±19.3 164.5±19.5 0.05

普通BMI減少 163.4±19.4 163.8±19.2 0.02

普通BMI維持 164.4±20.6 165.4±20.4 0.05

普通BMI増加 165.1±19.9 163.7±20.4 ＊ 0.07

高BMI減少 149.8±21.4 151.2±17.5 0.07

高BMI維持 154.1±21.1 154.3±14.0 0.01

高BMI増加 148.8±16.7 145.9±18.0 0.17

反復横跳び
（点）

低BMI減少 46.1±6.5 45.8±5.8 0.05

低BMI維持 43.1±6.1 43.0±6.1 0.06

低BMI増加 45.4±5.4 45.9±5.4 0.09

普通BMI減少 45.6±5.8 46.2±5.4 ＊ 0.11

普通BMI維持 45.7±5.4 45.9±5.4 0.04

普通BMI増加 45.4±5.6 46.3±5.3 ＊ 0.17

高BMI減少 44.4±5.6 45.0±4.3 0.12

高BMI維持 46.7±4.7 47.4±3.7 0.17

高BMI増加 42.4±8.7 43.8±5.1 0.20

＊:p<0.05 平均値±標準偏差

群 4月 12月 効果量

上体起こし
（回）

低BMI減少 20.5±4.4 20.1±5.3 0.08

低BMI維持 21.2±5.2 20.9±5.6 0.02

低BMI増加 21.2±4.4 22.5±4.6 ＊ 0.29

普通BMI減少 22.3±5.1 23.4±5.3 ＊ 0.21

普通BMI維持 22.6±4.3 23.6±4.5 ＊ 0.23

普通BMI増加 22.6±5.1 23.6±5.1 ＊ 0.19

高BMI減少 21.6±6.4 23.0±5.8 ＊ 0.23

高BMI維持 21.0±3.7 22.3±4.1 0.33

高BMI増加 20.3±5.3 20.7±5.2 0.08

長座
体前屈
（cm）

低BMI減少 44.6±11.4 42.8±10.2 0.17

低BMI維持 45.9±9.3 45.7±7.7 0.02

低BMI増加 44.6±8.6 46.2±7.8 ＊ 0.19

普通BMI減少 46.0±8.6 47.6±9.0 ＊ 0.18

普通BMI維持 47.7±7.9 48.5±8.0 0.10

普通BMI増加 45.6±9.2 47.1±9.2 ＊ 0.16

高BMI減少 47.8±8.6 50.8±8.2 ＊ 0.36

高BMI維持 49.4±5.2 49.1±6.8 0.05

高BMI増加 45.8±9.8 43.9±7.6 0.22

握力
（kg）

低BMI減少 22.1±3.3 22.1±3.4 0.00

低BMI維持 22.7±5.4 23.4±4.6 0.14

低BMI増加 22.5±4.0 23.7±3.8 ＊ 0.31

普通BMI減少 25.0±4.5 25.9±4.3 ＊ 0.20

普通BMI維持 24.9±3.8 25.8±3.5 ＊ 0.25

普通BMI増加 24.1±4.1 25.5±4.2 ＊ 0.34

高BMI減少 26.6±4.7 27.1±4.3 0.11

高BMI維持 27.4±5.9 28.1±5.8 0.12

高BMI増加 26.5±4.9 27.9±4.4 0.30

＊:p<0.05 平均値±標準偏差



加群，普通BMI維持群及び普通BMI増加群で有意な記
録の向上がみられた．

Ⅳ．考察

1．低体重及び肥満体型の改善と身体組成及び体力の変化
低体重及び肥満体型が改善した低BMI増加群と高

BMI減少群では，体力の総合評価得点に有意な上昇がみ
られた．これらの結果は，青年男性を対象とした先行研
究の結果（岩井ほか，2008）と一致するものであった．すな
わち，低体重及び肥満体型が改善された場合には体力の
総合評価得点が上昇することを示している．体力の総合
評価得点が上昇した2群の記録が向上した体力テスト項
目をみてみると，低体重体型が改善した低BMI増加群で
は筋持久力と筋力を評価する上体起こしと握力の2項目
が向上した．また，低BMI増加群の身体組成の変化を
みると，体脂肪量と除脂肪量の有意な増加に伴い体重が
増加している．除脂肪量と筋力の間には相関関係がみら
れること（北川，1991）はよく知られており，除脂肪量の増
加は握力のような体重移動を伴わない筋力発揮において
は有利に働くため，握力が向上したと考えられる．また，
安部・福永（1995）によれば，腹筋の厚さと上体起こしの
回数には有意な相関関係が認められるとともに，上体起
こしの回数に体重を掛け合わせた仕事量と腹筋の筋厚に
はより密接な関係が認められている．本研究の低BMI増
加群では，上体起こしを行う上でプラスに作用する除脂
肪量の増加と，マイナスに作用する体脂肪量の増加が共
にみられている．低BMI増加群の上体起こしの平均変化
量は1.3回であり，効果量もそれほど高値を示しておらず，
除脂肪量と体脂肪量の増加が上体起こしに及ぼす影響を
少なからず相殺させたのではないかと推察される．
一方，肥満体型が改善した高BMI減少群では，全身

持久力，筋持久力，柔軟性を評価する20mシャトルラン，
上体起こし，長座体前屈の3項目が向上した．高BMI減
少群の身体組成の変化をみると，除脂肪量を維持したま
ま体脂肪量が有意に減少したことにより，体重が減少し
ている．体重を負荷として水平移動を伴う体力テスト項
目は，体脂肪が負荷となり不利に働くこと（北川，1991；
金ほか，1992；足立ほか，2007）が指摘されている．すなわ
ち，除脂肪量を維持したまま体脂肪量が減少するような
体重の減少は理想的なものであり，20mシャトルランのよ
うな項目には特に有利に働いたと考えられる．また，体
幹の体脂肪が最も減少しやすい（Despres et al. 1985；宮
崎，2011；弓桁，2015）との報告があるように，高BMI減
少群の体幹部の体脂肪量が他の身体部位の体脂肪量に比
べてより顕著に減少したとするならば，連続して腹部を屈
曲させる上体起こしに対してプラスに作用した可能性が推

察される．さらに，永野（1983）は柔軟性が肥満因子から
独立したものであることを指摘しており，長座体前屈の記
録の向上は身体組成の変化による影響ではなく，運動習
慣の影響を受けたと推測される．
鈴木と立身（1993）は，体脂肪率と身長あたりのLBM

の組み合わせから被検者を9群に分類して体力を比較し
た結果，標準的な体脂肪率で身長あたりのLBMが高い
群が最も高い体力水準を有しており，適度な体脂肪量と
多めの除脂肪量をもつことが，良好な体力水準を保つ必
要条件であることを示唆している．したがって，体脂肪量
と除脂肪量の両方を増加させたことで低体重が改善した
低BMI増加群と，除脂肪量を維持しながら体脂肪量を減
少させたことで肥満が改善した高BMI減少群の体型は，
良好な体力水準を保つ体型に近づいたと考えられ，体力
が向上したと推察される．

2．普通体型における身体組成及び体力の変化
普通BMI減少群，普通BMI維持群及び普通BMI増加

群において記録が向上した体力テスト項目をみると，普
通BMI減少群では20mシャトルラン，上体起こしの2項
目，普通BMI維持群では20mシャトルラン，上体起こし，
握力の3項目，普通BMI増加群では握力の1項目であっ
た．これら3群の身体組成の変化をみると，普通BMI減
少群では体脂肪量の有意な減少により体重が減少してい
るのに対し，普通BMI増加群は体脂肪量と除脂肪量の有
意な増加により体重が増加している．また，普通BMI維
持群では体脂肪量と除脂肪量は変化しておらず，体重も
変化していない．先の鈴木と立身（1993）の報告によれば，
適度な体脂肪量と多めの除脂肪量をもつことが良好な体
力水準を保つ必要条件であるという．普通体型の3群は
体脂肪量が有意に増減しているものの，体脂肪率はやせ
と判断される20％未満や肥満と判定される30％以上（厚
生労働省，online）には至っておらず，いずれの群でも除
脂肪量の有意な減少はみられていない．このことから，普
通BMI減少群，普通BMI維持群及び普通BMI増加群は
体力発揮に適した体型の範囲にあると考えられる．本研
究の被検者は大学1年生の女子であることから，自然発
育が体力の向上に影響したとは考えにくく，9ヶ月間の
運動習慣が体力の向上に影響したと推察される．しかし
ながら、被検者の運動習慣の実態は把握しておらず，詳
細については不明である．また，被検者の約30％にあた
る325名が浪人生活を経験しており，受験勉強による運
動不足から入学時の4月の時点では体力の低下や体型が
変化した状況であったと考えられる．したがって，体力が
向上したというよりは，以前の体力水準に回復したと考
えるほうが適切かも知れない．
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3．低体重及び肥満体型の維持・増進と身体組成及び体力
　  の変化
体力の総合評価得点に変化がみられなかった低体重及

び肥満体型が進行した低BMI減少群と高BMI増加群，
低体重及び肥満体型が維持されていた低BMI維持群と
高BMI増加群は，すべての体力テスト項目において有意
な記録の変化がみられなかった．低体重体型が進行した
低BMI減少群の身体組成の変化をみると，体脂肪量の有
意な減少に伴い体重が減少しているものの，除脂肪量に
変化がみられていない．したがって，低BMI減少群は除
脂肪量を維持しながら，負荷となる体脂肪量を有意に減
少させており，体力に対してプラスに作用するはずである
が，体力テストの記録は1項目も向上していない．体型
と体力を横断的に検討した研究（鈴木・立身，1993；徳田，
2000；齊藤・名雪，2001；足立ほか，2007）によれば，低
体重体型で体脂肪率が低い者は筋力だけでなく体重移動
を伴う体力測定項目の記録も低く，その要因が除脂肪量
の少なさにあることが指摘されている．本研究の低BMI

減少群もこれらの指摘を支持するものであり，低体重体
型で除脂肪量の絶対量が少なすぎると，体脂肪量が減少
するというプラスの作用を体力に反映できないと考えられ
る．
一方，低体重を維持した低BMI維持群，肥満体型を

進行させた高BMI増加群の身体組成の変化をみると，低
BMI維持群では体脂肪量及び除脂肪量とも有意な変化を
示していない．同様に高BMI増加群では体脂肪量の有意
な増加に伴う体重の増加がみられており，除脂肪量には
変化がみられていない．これら2群の身体組成の変化には
体力に対してプラスに作用する要因がなく，体力テストの
記録の向上がみられないのは当然の結果と考えられる．し
かしながら，高BMI維持群では体脂肪量が有意な変化な
しに除脂肪量が有意に増加しているにも関わらず，体力
テストの記録が1項目も有意に向上する傾向はみられてい
ない．高BMI維持群は他の群と比較しても極めて被検者
数が少ないことからも，今後さらに検討する必要があると
考えられる．
本研究では，BMIの変化が身体組成と体力に及ぼす

影響を量的な側面から体型別かつ縦断的に明らかにした
ものの，身体組成と体力の関係については検討しておら
ず，両者の関係性を明らかにすることが今後の課題であ
る．また，身体組成や体力の変化には食習慣や運動習慣
といった生活習慣が密接に関わっているが，本研究では
被検者の9ヶ月間の生活習慣の実態を調査していないた
め，身体組成や体力の変化がどのような生活習慣によっ
てもたらされたかを明らかにできなかった．今後はこれら
の点を考慮し，BMIの変化に伴う身体組成と体力の変
化について，さらなる検討を加えたい．

Ⅴ．結論

日本人若年女性において，低体重や肥満の改善は体力
の向上に影響を及ぼすものの，低体重や肥満の維持・進
行は体力の変化に影響を及ぼさないことが示唆された．
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